
施策評価シート

施策 6 保育サービスの充実

１　施策が目指す江東区の姿

２　施策を実現するための取り組み

３－１　施策に影響を及ぼす環境変化（法改正・規制緩和・社会状況等）

江東区
人口推計

22年
（実績）

23年 24年 25年 26年

区全体 466,724 469,220 476,110 482,995 489,871

うち0-5歳 25,210 25,575 26,473 27,371 28,271

３－２　施策に関する区民要望・ニーズの変化

現状値 目標値 指標
２１年度 ２６年度 担当課

25 人 312
(21年4月)

351 0 保育課

26 人 10,010
(20年度)

29,000 保育課

主管部長（課）　こども未来部長（こども政策課）
関係部長（課）　こども未来部長（保育課、子育て支
　　　　　　　　　　援課）

２３年度 ２４年度

保育施設が十分整備されているとともに、多様な保育サービスが提供され、安心してこどもを産
み、育てることができます。

単位 ２５年度 ２６年度４　施策実現に関する指標 ２２年度

５年前から現在まで
・大規模なマンション開発が行われている豊洲地区を中心として、０歳か
ら５歳までの乳幼児人口が近年毎年増加していることと、共働き世帯の増
加などにより保育所への入所希望者は毎年増加しています。
・国は地域主権改革一括法案にて、保育所の居室面積基準について、東京
等においては一時的措置として独自に基準を設定できるとしています。
(平成22年）
・保育施設の充実を図るために、国が安心こども基金を設置し東京都に交
付。都はこれに基づき、待機児解消区市町村支援事業等、施設整備を促進
するための補助制度を創設しました（平成21-22年度）
・都営住宅に併設する保育園を中心に老朽化が進み、耐震対策を含む改修
時期を迎える保育園が増加しています。

・保育施設への入所希望児童数は、平成17年度の5,851人から
平成22年度の8,614人と、この5年間で2,763人（47.2％）増加
しており、この需要に対応する保育施設の整備が求められてい
ます。
・これまでも通常保育では対応できない保護者に対して延長保
育や産休明け保育を提供するとともに、一時保育やリフレッ
シュひととき保育等多様な保育サービスの充実を図ってきたと
ころですが、これまで以上に区民のニーズに合わせた手軽で利
用しやすい保育サービスが求められています。

・共働き世帯の増加により、保育需要は増加すると予測
されます。また、就労形態の多様化に伴い、延長保育や
病後児保育さらに、在宅での子育てを支援するための一
時保育などの多様な保育サービスの拡充が求められま
す。

一時保育の利用者数

・豊洲地区を中心にして乳幼児人口の増加が続くと見込まれます。ま
た、経済動向等にもより、保育施設に対する需要は、今後も増加する
ものと思われます。
・保育園の老朽化が進行すれば通園する児童の安全性・快適性が損な
われます。また、改修工事が集中すると、代替施設の確保が難しくな
ります。

今後５年間の予測（このままだとどうなるか）

今後５年間の予測（このままだとどうなるか）５年前から現在まで

保育所待機児童数

増減見込み
(26年/22年)

105.0%

112.1%

延長保育、病後児保育など、保護者の多様な就労形態や家庭環境に応じた柔軟
な保育サービスを提供します。また、一時保育事業の拡充等により、在宅で子
育てを行う保護者を支援します。

①保育施設の整備
地域需要に応じて、認可保育所、認証保育所、家庭福祉員等の保育施設の整備
を進めます。また、保育施設の改修や設備の拡充を行います。

②多様な保育サービスの提供

施策評価シート
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６　施策コストの状況

７　一次評価≪主管部長による評価≫

　(1)　施策における現状と課題

　(2)　今後５年間の施策の取り組みの方向性

８　外部評価委員会による評価

９　二次評価≪区の最終評価≫

２３年度予算

6,832,727千円人件費

◆今後の乳幼児人口の増加や、女性の一層の社会進出に伴い、今後も保育施設に対する需要は増加してい
くものと思われます。引き続き、待機児童の地域的状況を勘案し、様々な手法で認可保育所及び認証保育
所を積極的に整備し、長期計画の前期期間中に待機児童を解消します。◆区立保育所園舎の老朽化が進ん
でいるため、耐震補強工事と併せて改築及び改修工事に取り組み、児童の保育環境や施設の安全性の向上
を図ります。◆区民の生活環境やライフスタイルの変化に合わせた、きめ細かい保育サービスの提供を行
います。

◆区では認可・認証保育所の新設や既存施設の定員増などにより、平成17年度から22年度の5年間に2,672人（5,838
人→8,510人）の保育施設の定員拡大を図り、待機児童対策として一定の効果をもたらしましたが、入所希望者の増が
施設の定員増を上回る年もあるため、待機児童の解消には至っていません。◆待機児童は、平成22年4月現在351名を
数えており、この解消を図る必要があります。特に、待機児童の分布を見ると、0歳～2歳が309名と全体の88％を占
めており、特に、1歳児が169名と全体の48.1％を占めているため、この需要に対応する必要があります。◆多様な保
育サービスを展開し、区民の保育ニーズにあったサービスをさらに充実・提供していく必要があります。

9,683,206千円

7,054,316千円

9,561,393千円

6,347,800千円

事業費

２２年度予算
18,615,087千円

11,782,360千円

トータルコスト

２１年度予算
16,737,522千円

２１年度決算（速報値）

15,909,193千円

５　施策における主要事業等 所管課 Ｈ２１事業費予算
Ｈ２1事業費決算
（速報値）

保育園の整備 こども政策課 1,614,802千円 1,106,138千円

Ｈ２２事業費予算 Ｈ２３事業費予算

1,918,357千円

認証保育所の整備 こども政策課

非定型一時保育事業 保育課

120,290千円 391,154千円 189,928千円

81,979千円55,333千円 67,673千円
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定員増数

人 237

内訳等
【新設】219
【既存園増】18

内
訳

千円

千円

人

千円

　

　

活
動
量

事
業
コ
ス
ト

861,043

0

1,057,314

1,918,357

①

②

③

17,482

3.3

28,446

567,856

28,446

1,122,632

0

1,946,803

0

0

0

千円

2.0
16,494

16,494

人

千円

人

17,482

2　　(1)

【竣工】塩浜、南
砂町

1,106,138

0

2  (1)

【竣工】塩浜、南
砂町

355

1,299,901

0

2.0

事 業 内 容

公設民営、民設民営により保育園を整備するほか、既存保育園の改築に合わせて定員の増を
図ります。
認証保育所の整備と併せ、前期計画の目標年次である平成26年度までに待機児童解消を目指
します。
　【待機児童数】
現状（平成21年4月1日）：312人　　　目標（平成26年4月1日）：0人

認可保育園を計画的に整備することにより増加傾向の続いている保育需要に対応し、待機児
童の解消を図ります。
老朽化した保育園の改築改修により、定員増と入所児童の安全確保を図ります。

人

事 業 の
目的 ・ 効果

312
(21年4月1日)

0

単位

主  要  事  業  等  説  明  シ  ー  ト

所 管 課 名

主要　・　その他

6施策

事 業 名

こども未来部こども政策課

保育園の整備

事業の活動量とコスト

事業と関連
する指標

現状値
(21年度)

目標値
(26年度)

保育所待機児童数

指標名

定員増改築

単位

園

内訳等

園

内訳等

22年度予算

5

亀戸四(60)、南砂
六(100)、白河四
(105)、有明一
(120)、東雲一(90)

新規整備

21年度予算

2

千田(100)、東雲
二(119)、

21年度決算
（速報値）

3

千田(100)、東雲
二(79)、ﾄｲﾎﾞｯｸｽ
富岡(78)

23年度予算

単位 21年度予算
21年度決算
（速報値）

22年度予算 23年度予算

【竣工】亀戸浅
間、塩崎

565

千円

千円

千円

2　　(1)

【新設】257
【既存園増】98

【新設】475
【既存園増】90

538,282314,901

0

1,614,802

財
源

事業費(A)

利用者負担(b)

国・都補助金等(a)

千円

トータルコスト(A＋B) 1,632,284

0
再雇用

再任用

常勤

一般財源(A－a－b)

人件費(B)

事 業 の
現状と課題

・共働き世帯の増加等による保育需要の増、および大規模開発等にともなう人口増により入
所希望者の増加が続いています。
・入所希望者の増加が保育施設定員の増を上回る年があるため、待機児童が発生していま
す。

平成22年度当初予算事業費の主な内訳

1,153,272 改築園費用 716,403

項目

今 後 の
方 向 性

・平成22年度は認可保育園を５園整備し、475名の定員増を行います。また、既存園の定員
変更等により90名の増員を行います。
・老朽化した保育園の改築、また、都営住宅の耐震補強事業に合わせて保育園の改修を行い
ます。
・増加の続く保育需要に対応するため、引き続き保育園の整備を計画的に進めます。

金額(千円) 項目 金額(千円)

新規園整備費用
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人

千円

トータルコスト(A＋B) 129,031

0
再雇用

再任用

常勤

一般財源(A－a－b)

人件費(B)

財
源

事業費(A)

利用者負担(b)

国・都補助金等(a)

千円

千円

千円

単位 21年度予算
21年度決算
（速報値）

22年度予算 23年度予算

【新設】180【新設】345

22年度予算

5

【豊洲等】5(180)

180

21年度決算
（速報値）

10

【富岡】1(30)
【豊洲】2(105)
【小松橋】1(30)
【亀戸】4(120)
【大島】1(30)
【砂町】1(30)

345

23年度予算

新規整備

定員増数

単位

施設

内訳等

人

内訳等

事業の活動量とコスト

事業と関連
する指標

現状値
(21年度)

目標値
(26年度)

保育所待機児童数

指標名

主  要  事  業  等  説  明  シ  ー  ト

所 管 課 名

主要　・　その他

6施策

事 業 名

こども未来部　こども政策課

認証保育所の整備

事 業 内 容

保育需要の増加や多様な保育ニーズに対応するため、都の認証保育所制度を活用し、都の定
める保育水準を確保した保育サービスを提供します。
保育園の整備と併せ、前期計画の目標年次である平成26年度までに待機児童解消を目指しま
す。
　【待機児童数】
現状（平成21年4月1日）：312人　　　目標（平成26年4月1日）：0人

待機児童の多い地区に認証保育所を整備することにより、増加傾向の続いている保育需要に
対応するとともに、多様な保育ニーズに応えます。

人

事 業 の
目的 ・ 効果

312
(21年4月1日)

0

単位

21年度予算

4

120,290

【豊洲】1(30)
【大島】1(30)
【砂町】1(30)
【未定】1(30)

120

【新設】120

399,401

千円

1.0
8,247

0

8,247

0
人

千円

120,290

0

194,238

0

0

4,310

0

8,741
1.0

8,741

0.5

4,310

268,416

122,738

0

0

活
動
量

事
業
コ
ス
ト

129,043

0

60,885

189,928

①

②

　

　

391,154

内
訳

千円

千円

人

千円

今 後 の
方 向 性

・平成22年度は、現在の待機児童の発生状況や、既存の認証保育所の入所状況等を踏まえ、
待機児童の多い豊洲地区を中心に５園を整備することにより、特に低年齢児童の待機解消を
図ります。
・今後は、認証保育所需要のある地域に効果的に施設整備を続けていきます。

金額(千円) 項目 金額(千円)

開設準備経費補助金

事 業 の
現状と課題

・認証保育所を整備したにもかかわらず、定員に空きがある施設があります。
・優良な運営事業者の確保への取り組みが必要です。

平成22年度当初予算事業費の主な内訳

189,435

項目
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内
訳

千円

千円

人

千円

67,673

　

　

23,580

活
動
量

事
業
コ
ス
ト

59,843

2,156

19,980

81,979

①

②

0.7

29,456

51,653

16,020

0

4,371
0.5

4,371

31,753

0

111,435

1,090
0.4
22,332
6.0
6,034

0

71,797

千円

0.5
4,124

0

4,124

0
人

千円

21年度予算

9

55,333

【私立】8園
【公設民営】1園

92

【私立】82人
【公設民営】10人

事 業 内 容

在宅で育児をしている保護者が、通院、通学、短期就労等の理由でこどもの保育ができない
場合に、一時的に保育園で預かります。
保育園の改修等に合わせ、地域的バランスを考慮し拡充を図ります。
　平成22年度：千田保育園、塩浜保育園、南砂第五保育園
　平成23年度：亀戸浅間保育園、グランチャ東雲認定こども園
　平成24年度：（仮称）大島三丁目地区保育園

保護者の一時的な保育需要に対応することで、子育ての負担を緩和します。

人

事 業 の
目的 ・ 効果

10,010
(20年度)

29,000

単位

主  要  事  業  等  説  明  シ  ー  ト

所 管 課 名

主要　・　その他

6施策

事 業 名

こども未来部　保育課

非定型一時保育事業

事業の活動量とコスト

事業と関連
する指標

現状値
(21年度)

目標値
(26年度)

一時保育の利用者数

指標名

実施園数

1日当たりの定員数

単位

園

内訳等

人

内訳等

23年度予算

【私立】82人
【公設民営】13人

22年度予算

12

【私立】8園
【公設民営】3園
【公設公営】1園

122

21年度決算
（速報値）

9

【私立】8園
【公設民営】1園

95

千円

千円

千円

単位 21年度予算
21年度決算
（速報値）

22年度予算 23年度予算

【私立】82人
【公設民営】33人
【公設公営】7人

人件費(B)

財
源

事業費(A)

利用者負担(b)

国・都補助金等(a)

人

千円

トータルコスト(A＋B) 59,704

0
再雇用

再任用

常勤

一般財源(A－a－b)

事 業 の
現状と課題

利用者数は年々増加していますが、既存園に比べると新規実施園の利用者数はまだ少ない状
況です。事業の周知を図ることで、さらなる利用者の増加を見込みます。
また、事業実施園の配置が、深川地区10園、城東地区2園と地域バランスに偏りがあるた
め、地域によっては利用しにくくなっています。

平成22年度当初予算事業費の主な内訳

81,079

項目

今 後 の
方 向 性

既存園では、専用スペースと保育士配置の確保が難しく、新規事業展開は不可能なため、私
立保育所の新規開設や既存園の改築時に、一時保育需要と地域配置バランスを考慮のうえ、
保育事業者と調整し、事業展開していきます。

金額(千円) 項目 金額(千円)

一時保育事業費補助


